
 
 

 

 

News Release 
2024年 3月 6日 

 JCOM株式会社 
  

シニア世代の視聴形態、動画配信がテレビ放送を上回る 

 『三屋清左衛門残日録』シリーズ最新第 7作が最大ビュー数を獲得 

－北大路欣也さん「日本の文化“時代劇”を後世に引き継ぎ、残す意義」－ 

 
JCOM株式会社（J:COM、本社：東京都千代田区、代表取締役社長：岩木 陽一）は、「時代劇専門チャン

ネル」を運営する日本映画放送株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：石原 隆）と共同で制

作し、2023年12月10日（日）にJ:COMのネット動画配信サービス「J:COM STREAM」にて独占配信を開

始した『三屋清左衛門残日録 ふたたび咲く花（原作：藤沢周平、主演：北大路欣也）』（以下、本作）におい

て、シリーズで最大の配信視聴ビュー（ユニークユーザー）数を獲得しました。また、本作をより多くの方に

ご覧いただけるよう、3月9日（土）19時より時代劇専門チャンネル（J:COM TV 502ch）にて放送を開始し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■時代劇を次世代へ引き継ぐ取り組み 

現在、放送業界において、新作時代劇の制作数は激減しています。日本の歴史・文化を後世に映像を通じて

伝えることと、衣装やかつら・殺陣など時代劇作品を支える制作技術の持続可能な伝承を、時代劇専門チャ

ンネルと J:COMは長年、課題ととらえていました。 

2016年から時代劇専門チャンネルは、新作時代劇として『三屋清左衛門残日録』シリーズの制作を開始しま

した。2021年のシリーズ第 5作となる『陽のあたる道』からは J:COM も制作に参加し、新作時代劇の普及に

努めています。 

また、視聴形態の変化を踏まえ、J:COMはネット動画配信サービス「J:COM STREAM」が 2023年 10月に

リニューアルしたのを契機に、時代劇コンテンツの配信を強化しました。 

 

■シニア層の配信視聴がテレビ放送視聴を上回る 

『三屋清左衛門残日録』シリーズ 7 作目となる本作は、2022 年制作の第 6 作『あの日の声』と比較し、60 歳

以上の配信視聴数が 3 倍以上に増加しています。その結果、過去 6 作品で優位だったテレビ放送視聴を配

信視聴が上回り、シリーズ最大となるビュー数を獲得、放送と配信を合わせた全体の視聴数も 1.8 倍に伸長

しました。  

＜「三屋清左衛門残日録」 三屋清左衛門役北大路欣也さんコメント＞ 

2016 年からスタートした「三屋清左衛門残日録」シリーズも、今回で第 7 作となりま

す。ここまで続いたのも、ひとえに時代劇ファンの皆さまのご支援とスタッフの皆さま

のご尽力のおかげです。地上波での時代劇の放送機会が減り続ける中、時代劇専

門チャンネルさんと J：COM さんがタッグを組み、新作時代劇を生み出す取り組み

は、「『時代劇』という文化を後世に引き継ぎ、残す」意味で、非常に重要な意義を持ち

ますし、「新作が見たい」という時代劇ファンの皆さまのご要望にお応えするものとも

考えます。 

人々の生活も多様化が加速し、テレビをはじめとした映像作品の視聴環境やスタイル

にもさまざまな変化をもたらしています。今作では、J:COM の配信サービス「J:COM 

STREAM」での視聴者数が過去最大を獲得したと伺いました。私も配信サービスを

利用しますが、時代劇を支えるシニア層が配信サービスでも時代劇を楽しむようにな

ったのだと実感いたします。また、これまでなかなか時代劇を見る機会がなかった若

い世代の皆さんにも、配信サービスを通じて作品を楽しんでいただけますと、とてもう

れしいです。現代のサービスが、「時代劇」という文化を多くの皆さまに楽しんでいた

だき、その魅力を知っていただくきっかけになったことは、とても頼もしいですね。 

 



■シニア層の配信サービス利用者が昨年比 1.7倍に 

また本作の配信開始に合わせて 2023 年 11 月より、時代劇専門チャンネルが過去に制作したオリジナル時

代劇 22 作品や、中村吉右衛門版『鬼平犯科帳』シリーズ 138 話を含む時代劇 500 作品以上を「J:COM 

STREAM」で配信しています。この配信強化により、2024年 1月には前年同月と比較し 60歳以上の利用者

が 74%増加しました。 

さらに、時代劇作品の配信視聴は 60 歳以上が 8 割を占めており、全ジャンルの年代別視聴割合と比較して

も、70歳代以上が平均の 2倍以上になるなどの変化が起きています。 

 

＜「J:COM STREAM（見放題）」の年代別視聴割合＞ ※2024年 1月時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の結果から、シニア層は興味のあるジャンルにおいて、テレビ放送に加えて配信での視聴を始めている

ことがうかがえます。また 2024年 1月に配信と同時に時代劇専門チャンネルで放送した『鬼平犯科帳 本所・

桜屋敷（原作：池波正太郎、主演：松本幸四郎）』がチャンネル歴代1位※の視聴率を獲得するなど、両社の取

り組みにより視聴全体が拡大しているといえます。 

※2016年 6月以降の J:COM視聴率調査における、時代劇専門チャンネル内での最高視聴率です 

 

J:COMは、今後も「J:COM STREAM」を通して新旧問わず時代劇コンテンツを順次展開し、お客さまの視聴

体験価値向上をめざしてまいります。 

 

視聴方法  

タイトル 『三屋清左衛門残日録 ふたたび咲く花』 

放送日時 2024年 3月 9日（土）19時～ほか 

放送チャンネル 時代劇専門チャンネル（J:COM TV 502ch） 

配信視聴の方法 「J:COM STREAM（見放題）」または、時代劇専門チャンネルを視聴可能な

J:COM TVの対象コース※にご加入のお客さまは、追加料金不要で、時代劇の

動画作品をお楽しみいただけます。リモコンの「VOD」または「J:COMオンデマン

ド」を押すと、「J:COM STREAM」が起動します。 

※対象コース：J:COM TV シン・スタンダード、スタンダードプラス、スタンダード、フレックス B、

セレクト A、コンパクト 

 

なお、J:COMのモバイルサービス「J:COM MOBILE」をご利用の場合、「J:COM 

STREAM」アプリ経由で動画を視聴すると、データ通信量を消費することなく動画

視聴が可能です。Wi-Fiがない外出先でも、安心して時代劇をお楽しみいただけ

ます。 

J:COM特設サイト https://www2.myjcom.jp/special/tv/drama_jidaigeki/mitsuya7/ 

 

※本文記載の実績は、特に記載のない限り 2023年 12月 1日～2024年 1月 31日のものです 

 

JCOM株式会社について www.jcom.co.jp/ 
JCOM 株式会社（ブランド名 J:COM、本社：東京都千代田区）は、1995 年に設立された国内最大手のケーブルテレビ事業・番
組供給事業統括運営会社です。ケーブルテレビ事業は、札幌、仙台、関東、関西、九州・山口エリアの 11 社 65 局を通じて約
567万世帯のお客さまにケーブルテレビ、高速インターネット接続、電話、モバイル、電力、ホーム IoT等のサービスを提供して
います。ホームパス世帯（敷設工事が済み、いつでも加入いただける世帯）は約 2,237 万世帯です。番組供給事業においては、
14 の専門チャンネルに出資及び運営を行い、ケーブルテレビ、衛星放送、IP マルチキャスト放送等への番組供給を中心とした
コンテンツ事業を統括しています。 
※世帯数は 2023年 9月末現在の数字です。 

https://www2.myjcom.jp/special/tv/drama_jidaigeki/mitsuya7/
http://www.jcom.co.jp/

